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PurposePurpose
「リハビリテーションの力で、” その人らしさ ” と ” その街らしさ ” を育む」「リハビリテーションの力で、” その人らしさ ” と ” その街らしさ ” を育む」



も
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
れ
で
も
２
人
は
腐
る
こ

と
な
く
、
仲
間
と
と
も
に
や

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
目
の
前
の
一
つ
ひ
と
つ
に

向
き
合
い
な
が
ら
、
小
さ
な

コ
ト
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
を

少
し
ず
つ
カ
タ
チ
に
し
て
い

く
姿
は
、
子
ど
も
な
が
ら
に

非
常
に
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る

と
、「
大
人
は
ど
う
だ
ろ
う

か
」と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
、
挑
戦
よ
り

も
安
定
を
、
変
化
よ
り
も
現

状
維
持
を
優
先
し
て
し
ま
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
本
来
カ
タ
チ
に
し
た

い
コ
ト
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、「
や
ら
な
い
理
由
」「
や

れ
な
い
理
由
」
を
探
し
て
し

ま
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

子
ど
も
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
姿
か

ら
、
改
め
て
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
な

姿
勢
で
仕
事
に
向
き
合
い
、
ど
ん
な
コ

ト
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
の
か
を
問
い

直
す
機
会
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
８
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
１
１
年
目
、
訪
問
看

護
は
６
年
目
、
き
っ
ず
は
２
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　
言
の
葉
の
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
コ

ト
を
カ
タ
チ
へ
」
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
想
い
、日
々
の
実
践
、

小
さ
な
積
み
重
ね
、
そ
の
す
べ
て
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
コ
ト

を
カ
タ
チ

へ
と
つ
な

げ
て
い
き

ま
す
。

イ
ト
の
姿
か
ら
、「
や
り
続
け
る
こ
と
」

が
や
が
て
コ
ト
を
カ
タ
チ
に
し
て
い

く
、
そ
の
過
程
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
や
県
代
表
と
聞
く
と
、
華

や
か
で
充
実
し
た
ラ
グ
ビ
ー
生
活
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
試
合
に
出
る
た
め
に
は
、
相

当
な
覚
悟
を
持
っ
て
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
試
合
に

出
ら
れ
な
い
こ
と
、
出
場
し
て
も
活
躍

で
き
な
い
こ
と
、
試
合
に
負
け
る
こ
と

な
ど
、
自
分
が
望
む
結
果
と
は
異
な
る

現
実
の
方
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
は
、
す
ぐ
に
結

果
と
し
て
の
「
カ
タ
チ
」
に
は
な
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
や

り
続
け
る
中
で
確
実
に
積
み
重
な
り
、

や
が
て
コ
ト
が
カ
タ
チ
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
ラ
グ
ビ
ー
は
、
激
し
く
身
体
を

ぶ
つ
け
合
う
過
酷
な
競
技
で
す
。
そ
の

た
め
、
体
格
差
や
個
々
の
能
力
差
が
結

果
に
直
結
す
る
場
面
も
多
く
、
心
身
と

「
や
り
続
け
る
こ
と
で
、
コ
ト
を
カ
タ
チ
へ
」

　
私
事
で
す
が
、
２
人
の
息

子
が
小
学
生
の
頃
か
ら
ラ
グ

ビ
ー
を
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
春
、
長
男
は

第
２
７
回
全
国
高
校
選
抜
ラ

グ
ビ
ー
大
会
に
出
場
し
、
次

男
は
大
分
県
中
学
選
抜
に
選

出
さ
れ
、
県
代
表
と
し
て
試

合
に
臨
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
応

援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
息
子
や
チ
ー
ム
メ

中村 太一
代表取締役 言語聴覚士

言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
1.「らしさを広げる」1.「らしさを広げる」

　　　私たちは、「あなたらしさ・私らしさ・私たちらしさ」を大切にし、共に広げていきます。　　　私たちは、「あなたらしさ・私らしさ・私たちらしさ」を大切にし、共に広げていきます。



　　
　
　

　
２
月
２
８
日
〜
３
月
１
日
に
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
た
「
第
１
４
回
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会

九
州
地
区
学
術
集
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

言
の
葉
か
ら
は
中
村
S
T
、
武
生
S
T

（
き
っ
ず（

、鶴
岡
S
T
、財
津
S
T
（
き
っ

ず（

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
坂

戸
士
の
「
失

語
症
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は

ば
た
き
」
か
ら
横
綱
大
の
里
、
元
横
綱
白
鵬
の
手
形
の
色
紙

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
み
ん
な
で
手
の
大
き
さ

を
比
べ
て
み
ま
し
た
。
横
綱
の
手
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
で

す
！

　
先
月
号
で
紹
介
し
た
地
区
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
へ
参
加
し
た
ご
利
用
者
さ
ん
の
報
告
で
す
。
無
事
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
奥
様
と
言
の
葉

ス
タ
ッ
フ
２
名
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
拾
い
行
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
地
域
の

方
と
の
交
流
も
あ
る
な
ど
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。

言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
2.「食と会話でつながる」2.「食と会話でつながる」

私たちは、コミュニケーションと食をテーマに、人と人のつながりを生み出します。私たちは、コミュニケーションと食をテーマに、人と人のつながりを生み出します。

コミュニケーションデイサービス

言の葉

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
結
果
報
告
〜

埼
玉
か
ら
の
贈
り
物

〜
横
綱
の
手
〜

学
会
参
加
報
告



　

今
年
で
理

学
療
法
士

に
な
っ
て　

１
１
年
目
、

初
め
て
訪

問
リ
ハ
ビ

リ
に
挑
戦
し
ま
す
。
利
用

者
様
の
で
き
る
事
を
増
や

し
て
や
り
た
い
事
が
叶
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
い
つ
ま
で
も
元

気
に
在
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
利
用

者
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
最
善
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
。

　
言
の
葉
初
の
理
学
療
法
士
と
い
う
面

で
も
基
盤
作
り
に
挑
む
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
周
り
の
お
力
も
借
り
な
が
ら
、
と
に

か
く
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
3.「人と街を信じる」3.「人と街を信じる」

私たちは、その人の力を信じ、その街の力を信じ、リハビリテーションの視点から新しい可能性を共に開きます。私たちは、その人の力を信じ、その街の力を信じ、リハビリテーションの視点から新しい可能性を共に開きます。

訪問看護ステーション

言の葉
　
３
月
よ
り
入
職
し
ま
し
た
、
理
学
療
法

士
の
山
下
文
菜
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
総
合
病
院
、
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
介
護
施
設
な
ど
様
々
な
分
野
で

働
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
在
宅
で
ま
だ
ま
だ
知
識

不
足
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
々
勉

強
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
頑
張
り
ま
す
。

　
私
は
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、

今
も
社
会
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て

い
ま
す
。
運
動
を
し
て
い
る
と
身
体
も
心

も
健
康
で
い
つ
で
も
元
気
で
い
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
皆
様
と
一
緒
に
運
動
を
し
な

が
ら
、
運
動
の
楽
し
み
や
続
け
る
こ
と
の

意
味
を
お
伝
え
し
、
元
気
と
笑
顔
を
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新
入
職
員
の
紹
介

挑

理学療法士
山下 文菜

令和 3年４月に３名体制でスタートした訪問看護

ですが、看護師４名、言語聴覚士２名、理学療法士

１名の７名体制まで成長しました。今後は、看護師

６名、リハビリスタッフ４名のチームづくりを目指

しています。

皆さまが、自宅や地域で活き活きと楽しく暮らして

いく（成長していく）ことができる社会資源の一つ

としてしっかりとした言の葉の根をはっていきま

す。



言の葉が目指す未来　Vision言の葉が目指す未来　Vision
「障害のある人もない人も皆が支え合い、豊かに暮らせる街を育む」「障害のある人もない人も皆が支え合い、豊かに暮らせる街を育む」

言の葉きっず

言の葉きっずは、放課後等デイサービスという事業であり、支援の質の向上を目的に、年に 1回以上の「自己評価」と「保護者アンケート」を実施し、
その結果を公表することが義務づけられています。きっずでは、２月に評価とアンケートを実施しました。ご協力いただいた保護者の皆さまありが
とうございます。ホームページに詳細な結果をアップしていますのでお時間のある際にご覧ください。今回は、保護者アンケート結果をお伝えします。

 

F

TEL：097-574-4818 

FAX：097-574-4819 

　　　事業所の環境・体制整備については、8割以上の方から「はい」の回答をいただきありが
とうございます。また、ご意見もいただき嬉しい限りです。 
　しかし、「わからない」との回答もあり、開かれた事業所になるためにはまだまだ課題がある
ことも事実です。言の家きっずをより知ってもらえるよう保護者さまがきっずに集まれる機会の
企画や広報誌などでの情報発信により一層努めていきます。 
　また、施設内空間には制約もありますが、一人ひとりのこども達が過ごしやすい環境について
引き続き検討し環境整備に努めてまいります。

R7年度　言の葉きっず　事業表評価結果のまとめ 
（保護者さま等から）

人数
0 2 4 6 8 10

28

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問①】 
こどもの活動等のスペースが十分に確保されている
と思いますか？

環境・体制整備

【質問②】 
職員の配置数は適切であると思いますか？

ご意見：こどもも楽しく通っていて、とてものびのび活 
　　　　動しています。 

0 2 4 6 8 10

118

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問③】 
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された
環境になっていると思いますか？また、事業所の設
備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされていますか？ 0 2 4 6 8 10

118

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問④】 
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ
ていると思いますか？また、こども達の活動に合わ
せた空間となっていますか？ 0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

Fまとめと事業所コメント



言の葉が果たす役割　Mission言の葉が果たす役割　Mission
全世代の人生に寄り添うリハビリテーション全世代の人生に寄り添うリハビリテーション

「こどもから高齢者まで全世代に、生活を創造する真のリハビリテーションサービスを提供し、その人の人生を共に歩みます」「こどもから高齢者まで全世代に、生活を創造する真のリハビリテーションサービスを提供し、その人の人生を共に歩みます」

 

F
　⑤～⑩の質問に対しては、言の葉きっずらしいサービスの提供が行えており、保護者の皆さまにも一
定のご理解を得ていると考えます。質問⑪は、オープン初年度ということもあり、地域との交流が少な
かったことは事実です。令和8年度の活動計画の重点項目の一つとさせていただきます。

R7年度　言の葉きっず　事業表評価結果のまとめ 
（保護者さま等から）

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問⑤】 
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門
性のある支援が受けられていると思いますか？

適切な支援の提供

【質問⑥】 
事業所が公表しているプログラムは、事業所の提供する支援
内容と合っていると思いますか？

ご意見：こどもにあった対応をしていただいています。

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑦】 
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題
が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画が作
成されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑧】 
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ
ドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の
「本人支援」「家族支援」「移行支援」で示す支援内容から
こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
達的な支援内容が設定されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

Fまとめと事業所コメント

【質問⑨】 
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思
いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑩】 
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されてい
ると思いますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑪】 
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこども達
と活動する機会がありますか？

0 2 4 6 8 10

2413

はい どちらとも言えない いいえ わからない



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
1.Mind　いつも笑顔で真心を届ける1.Mind　いつも笑顔で真心を届ける

 R7年度　言の葉きっず　事業表評価結果のまとめ 
（保護者さま等から）

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問⑫】 
事業所を利用する際に、運営規定、支援プログラム、利用者
負担等について丁寧な説明がありましたか？

保護者への説明等

【質問⑬】 
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説
明がなされていますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑭】 
事業所では、家族に対して家族支援プログラムや家族なども
参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか？

0 2 4 6 8 10

28

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑮】 
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や
発達の状況について共通理解ができていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑯】 
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われてい
ますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑰】 
事業所の職員から共感的に支援されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問⑱】 
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護
者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援が提供
されていますか？また、きょうだい向けのイベントの開催等に
より、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょ
うだいへの支援がされていますか？

0 2 4 6 8 10

1216

はい どちらとも言えない いいえ わからない

ご意見：いつも相談にのっていただいて、とてもよくみ 
　　　　ていただいています。

 

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問⑲】 
こどもや家族からの相談や申し入れについて、対応の体制が
整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのよう
な場があることについて周知・説明され、相談や申し入れを
した際に迅速かつ適切に対応されていますか？

【質問⑳】 
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉑】 
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど
もや保護者に対して発信されていますか？

0 2 4 6 8 10

118

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉒】 
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

F

　　　保護者の皆さまへの説明や同意についても、多くの方のご理解いただけている結果となり　　　 
　　　ました。しかし、「わからない」と回答をいただいている方もおり、保護者さまと言の葉
きっずで一緒になってこども達を支援していく仕組みや関係がまだ不足していることもあると認
識しています。 
　令和7年度は、12名の保護者様に個別の家族面談を合計74回実施させていただきました。ま
た、集団の家族面談には6名の保護者様がご参加くださいました。さらに、学校等との関係機関
連携も2回実施でき、「連携」については一定の役割を果たせたと考えています。 
　しかし、保護者会やきょうだいの交流・支援、研修会など開催は行えていません。令和8年 
度に向けては、職員体制なども鑑みながら少しずつ活動・連携の輪を広げていけるよう努め 
ていきます。

Fまとめと事業所コメント



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
2.Professional　準備と努力を怠らない2.Professional　準備と努力を怠らない

 

　　　毎週、危険予測活動（KY活動）を行い、事故発生予防、発生時の分析・対策を話し合う　 
　　　機会を設けています。また、避難訓練や災害時の事業所内の対策マニュアルなども準備し
ています。法人内には、災害支援ナースや災害研修を受け資格を持ったリハビリスタッフも 
所属しています。言の葉きっずの取り組みだけでなく、法人全体の取り組みを伝えられるよ 
うにしていきます。

F

R7年度　言の葉きっず　事業表評価結果のまとめ 
（保護者さま等から）

0 2 4 6 8 10

28

はい どちらとも言えない いいえ わからない【質問㉓】 
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護
者に周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練
が実施されていますか？

非常時等の対応

【質問㉔】 
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練が行われていますか？

0 2 4 6 8 10

28

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉕】 
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周
知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われ
ていると思いますか ？ 0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉖】 
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速や
かな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされて
いると思いますか？ 0 2 4 6 8 10

28

はい どちらとも言えない いいえ わからない

Fまとめと事業所コメント

 

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問⑲】 
こどもや家族からの相談や申し入れについて、対応の体制が
整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのよう
な場があることについて周知・説明され、相談や申し入れを
した際に迅速かつ適切に対応されていますか？

【質問⑳】 
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉑】 
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど
もや保護者に対して発信されていますか？

0 2 4 6 8 10

118

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉒】 
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

F

　　　保護者の皆さまへの説明や同意についても、多くの方のご理解いただけている結果となり　　　 
　　　ました。しかし、「わからない」と回答をいただいている方もおり、保護者さまと言の葉
きっずで一緒になってこども達を支援していく仕組みや関係がまだ不足していることもあると認
識しています。 
　令和7年度は、12名の保護者様に個別の家族面談を合計74回実施させていただきました。ま
た、集団の家族面談には6名の保護者様がご参加くださいました。さらに、学校等との関係機関
連携も2回実施でき、「連携」については一定の役割を果たせたと考えています。 
　しかし、保護者会やきょうだいの交流・支援、研修会など開催は行えていません。令和8年 
度に向けては、職員体制なども鑑みながら少しずつ活動・連携の輪を広げていけるよう努め 
ていきます。
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0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない
【質問⑲】 
こどもや家族からの相談や申し入れについて、対応の体制が
整備されているとともに、こどもや保護者に対してそのよう
な場があることについて周知・説明され、相談や申し入れを
した際に迅速かつ適切に対応されていますか？

【質問⑳】 
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉑】 
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど
もや保護者に対して発信されていますか？

0 2 4 6 8 10

118

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉒】 
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか？

0 2 4 6 8 10

10

はい どちらとも言えない いいえ わからない

F

　　　保護者の皆さまへの説明や同意についても、多くの方のご理解いただけている結果となり　　　 
　　　ました。しかし、「わからない」と回答をいただいている方もおり、保護者さまと言の葉
きっずで一緒になってこども達を支援していく仕組みや関係がまだ不足していることもあると認
識しています。 
　令和7年度は、12名の保護者様に個別の家族面談を合計74回実施させていただきました。ま
た、集団の家族面談には6名の保護者様がご参加くださいました。さらに、学校等との関係機関
連携も2回実施でき、「連携」については一定の役割を果たせたと考えています。 
　しかし、保護者会やきょうだいの交流・支援、研修会など開催は行えていません。令和8年 
度に向けては、職員体制なども鑑みながら少しずつ活動・連携の輪を広げていけるよう努め 
ていきます。

Fまとめと事業所コメント



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
3.One Team　一致団結して前進する3.One Team　一致団結して前進する

F

TEL：097-574-4818 

FAX：097-574-4819 

　　　9割の保護者の方から「はい」との回答をいただきました。言の葉きっずでは、言の葉
きっずの１０ヶ条を定めています。今後も一人ひとりのらしさを大切にした支援を実施していき
ます。今回のアンケートから得られた結果を令和8年度に活かしていけるよう努めてまります。
今後ともよろしくお願いします。

R7年度　言の葉きっず　事業表評価結果のまとめ 
（保護者さま等から）

F

満足度

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

【質問㉗】 
こどもは安心感をもって通所していますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

ご意見：毎日行くべき場所として楽しく通っています。

【質問㉘】 
こどもは通所を楽しみにしていますか？

ご意見：毎日とても楽しく通わせてもらっています

【質問㉙】 
事業所の支援に満足していますか？

0 2 4 6 8 10

19

はい どちらとも言えない いいえ わからない

ご意見：とても満足しています。

ご意見：とてもありがたいです。

Fまとめと事業所コメント

　令和 7年度は、15名のこども達がきっずに通ってくれました。　
　支援の目標やこども・保護者さんの要望や必要性によって途中で
利用回数を増やした子。
　習い事や友達との遊びが増え、利用回数を減らした子。きっずの
利用が卒業をなった子など、その子の目標によってさまざまなカタ
チがあります。
　詳しくは、事業所報告会を開催しお伝えする場を設けたいと思っ
ています。また、家族面談などの際にも直接お伝えしていきます。
　令和 8年度も保護者さんと一緒にその子らしさを広げていく支
援が行えるよういろんなことにチャレンジしていきます



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
4.Community　地域の一員としてつながる4.Community　地域の一員としてつながる

大分県の言語聴覚士の第一人者（第 3代大分県言語聴覚士協会会長H19〜 H23）。
湯布院厚生年金病院リハ副部長、大分リハビリテーション病院リハ部長を歴任。現在も日本摂食嚥下リハビリテーション学会評議員、
大分オーラルリハビリテーション研究会代表等を務める。趣味は音楽、パソコン、映画鑑賞、お酒などなど。

森 淳一
言語聴覚士
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　「
忍
耐
」
と
「
我
慢
」
の
違
い
に
つ
い

て
聞
い
て
み
た
。「
我
慢
」
は
ス
ト
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が
い
っ
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で
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忍
耐
」
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ス
ト
レ
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す
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そ
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に
対
し
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、
忍
耐
は
「
冬
の
風
が

冷
た
い
の
は
当
然
だ
」
と
現
実
を
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め
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だ
け
で
す
。
だ
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の
ス
ト
レ
ス
も
無

く
冬
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く
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で
す
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我
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す
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で
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ま
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ま
す
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忍
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に
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言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
5.Challenge　挑戦の一歩を踏み出す5.Challenge　挑戦の一歩を踏み出す

言の葉作品展



米米月記（衞藤農家さんのお米づくり）

言の葉間違い探し

←間違い 5つ見つかりましたか！？正解は、こちらを確認してね！！

４月下旬には、種まきの作業があります。
言の葉からもお手伝いに伺う予定です。
右の写真はおたまじゃくしの卵の写真です。カエルは稲の害虫を駆除してくれるそうです。
おたまじゃくしは、田んぼの水を浄化してくれるそうです。

春です。田植えの準備も少しず
進んでいるようです。
円形分水から田んぼに水を通し
ています。


